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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年12月5日(2013.12.5)

【公表番号】特表2013-510230(P2013-510230A)
【公表日】平成25年3月21日(2013.3.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-014
【出願番号】特願2012-538233(P2012-538233)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 110/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｊ   1/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 110/02    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/38    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/34    　　　　
   Ａ６１Ｊ   1/00    ３１１　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月17日(2013.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレンのラジカル重合により得られる低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）であって、当
該ＬＤＰＥはホモポリマーであり、当該ＬＤＰＥの密度が少なくとも０．９３２ｇ／ｃｍ
３以上であり、分子量分布Ｍｗ／Ｍｎが３～１５であり、ＭＩ（１９０℃／２．１６ｋｇ
）が＞０．４５ｇ／１０分、１．５ｇ／１０分までである、当該ＬＤＰＥ。
【請求項２】
　ラジカル重合中に連鎖移動剤を使用し、当該連鎖移動剤がＣ３～Ｃ１０アルデヒドであ
り、好ましくは、使用する連鎖移動剤がプロパナールである、請求項１に記載のＬＤＰＥ
。
【請求項３】
　ＬＤＰＥの密度が、０．９３３～０．９３５ｇ／ｃｍ３である、請求項１に記載のＬＤ
ＰＥ。
【請求項４】
　ＬＤＰＥの溶融温度が、ＩＳＯ　１１３５７－３（１９９９）にしたがって測定して、
＞１１８℃である、請求項１に記載のＬＤＰＥ。
【請求項５】
　ＬＤＰＥのＥ－モジュラスが、少なくとも４７０ＭＰａ、好ましくは、少なくとも５０
０ＭＰａである、請求項１に記載のＬＤＰＥ。
【請求項６】
　ＬＤＰＥのＭｗが、６０，０００～１３０，０００ｇ／モル、好ましくは、８０，００
０～１２０，０００ｇ／モルである、請求項１に記載のＬＤＰＥ。



(2) JP 2013-510230 A5 2013.12.5

【請求項７】
　ＬＤＰＥの一つの第２加熱の溶融ピーク温度（Ｔｍ２）が、１１８℃～１２２℃の範囲
の温度である、請求項１に記載のＬＤＰＥ。
【請求項８】
　ＬＤＰＥがホモポリマーであり、当該ホモポリマーが分岐Ｃ４～Ｃ１５アルカン過酸の
ｔｅｒｔ．－ブチルエステルの存在下、プロパナールの存在下および酸素を開始剤にする
のに有効な酸素の量の不存在下でラジカル重合させたものである、請求項１～７のいずれ
かに記載のＬＤＰＥ。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載のＬＤＰＥの製造方法であって、
ｉ）多くの利用可能な試薬入口により確定される少なくとも二つの連続反応器領域を有す
る管状反応器、好ましくは、丁度三つの反応器領域を有する管状反応器に、クロロベンゼ
ン中１０５℃で＜０．１時間の半減期を示す少なくとも１種の第１過酸化物を含み、そし
てさらにクロロベンゼン中１０５℃で＞０．１時間の半減期を示す少なくとも１種の第２
過酸化物を含む過酸化物混合物を第１反応領域のための第１入口において加え、
ｉｉ）第２入口、およびさらに利用できるいずれかの入口において、前記反応器に、クロ
ロベンゼン中１０５℃で＞０．１時間の半減期を示す少なくとも１種の第２過酸化物から
本質的になる過酸化物混合物を加え、ここで、該工程ｉ）で使用した第２過酸化物と同じ
か異なることができ、
ｉｉｉ）反応器からポリエチレン生成物を採集すること
によるエチレンの高圧重合を行う工程を含むことを特徴とし、そして、好ましくは、使用
する前記第１および第２開始剤の１分における半減期温度が８０℃～１６０℃である、前
記ＬＤＰＥの製造方法。
【請求項１０】
　工程ｉ）の第２過酸化物は、第１入口で加えた過酸化物の総量を基準に５０％以下の量
である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第３および／または第２過酸化物が、分岐したまたは分岐していないＣ４～Ｃ１５
アルカン過酸の第三級－または第二級－Ｃ３～Ｃ１０－アルキルエステルであり、当該過
酸は、アルキル部分中にＦ、Ｃｌからなる群から選択されるハロゲンを有することができ
、好ましくは、分岐Ｃ４～Ｃ１５アルカン過酸のｔｅｒｔ．ブチルエステルである、請求
項９に記載の方法。
【請求項１２】
　最大反応器温度を各反応領域で＜２３０℃に制御し、そしてより好ましくは、反応器圧
力が＞２６００バール（＞２９０ＭＰａ）、より好ましくは反応器圧力が２７００～３２
００バール、最も好ましくは、反応器圧力が２９００～３１００バールである、請求項９
に記載の方法。
【請求項１３】
　ラジカル重合中に連鎖移動剤をさらに使用し、連鎖移動剤をＣ３～Ｃ１０アルデヒド、
ケトンまたは分岐アルカンからなる群から選択する、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　成形物品を、好ましくはＢＦＳブロー成形により製造するための請求項１に記載のＬＤ
ＰＥの使用。
【請求項１５】
　ＢＦＳブロー成形法により製造したボトル、カンまたはアンプルであり、好ましくは、
０．００１リットル～１０リットル容量の密封ボトル、カンまたはアンプルである、請求
項１４に記載の成形品。
【請求項１６】
　医療用途用、好ましくは、ヒトの静脈用器具用の殺菌液体を含む、請求項１５に記載の
成形品。
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【請求項１７】
　ＬＤＰＥの分子量分布Ｍｗ／Ｍｎが３～１０である、請求項１に記載のＬＤＰＥ。
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